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Ｉ
Ｒ
自
治
体
申
請

21
年
10
月
以
降
に

自
民
が
方
針
案
了
承

２
月
15
日
農
水
省
と

連
携
し
シ
ン
ポ
開
催

建

設

ト

ッ

プ

ラ
ン
ナ
ー
倶
楽
部

外
気
温
の
影
響
受
け
ず
優
れ
た
施
工
性
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全
幸
の
施
工
で

前
田
道
路
が
出
荷

札
幌
市
発
注
の
小
別
沢
線

舗
装
路
面
改
良
工
事
で
機
械

式
フ
ォ
ー
ム
ド
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
混
合
物
「
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｂ
（
レ

ア
ブ
）
」が
採
用
さ
れ
、

月

日
、
札
幌
市
職
員
ら
に
よ

る
見
学
会
が
開
か
れ
た
。
施

工
は
全
幸
（
本
社
・
札
幌
）
、

Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｂ
は
江
別
市
に
あ
る

前
田
道
路
（
エ
コ
セ
ン
タ
ー

東
札
幌
）
が
出
荷
。
施
工
者

側
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物

の
温
度
低
下
に
よ
る
施
工
性

の
悪
化
を
懸
念
し
て
提
案
し

た
も
の
で
、
見
学
会
で
あ
ら

た
め
て
施
工
性
に
優
れ
た
合

材
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

た
。Ｌ

Ｅ
Ａ
Ｂ
は
、
機
械
式
フ

ォ
ー
ム
ド
（
泡
化
）
発
生
装

置
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
水
を

添
加
し
微
細
な
泡
を
発
生
さ

せ
る
こ
と
で
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
粘
度
を
一
時
的
に
低
下

さ
せ
て
混
合
性
を
向
上
さ
せ

る
中
温
化
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混

合
物
。
施
工
時
に
は
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
中
に
分
散
し
た
微
細

泡
の
潤
滑
効
果
に
よ
り
良
好

な
施
工
性
が
持
続
す
る
。

寒
冷
期
は
温
度
が
低
下
し

て
も
締
め
固
め
不
足
が
発
生

し
に
く
く
、
均
一
な
仕
上
が

り
品
質
を
持
続
で
き
、
夏
期

は
製
造
温
度
を
最
大

度
低

下
で
き
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
最
大

％
削
減
。
熱
中

症
対
策
に
も
効
果
が
期
待
で

き
る
。
前
田
道
路
で
は
Ｌ
Ｅ

Ａ
Ｂ
を
、
道
内
全
７
工
場
で

出
荷
製
造
で
き
る
体
制
を
整

備
し
て
い
る
。

参
加
し
た
札
幌
市
職
員
は

「
作
業
改
善
に
効
果
が
あ
り
、

気
温
が
下
が
っ
て
も
施
工
し

や
す
い
新
し
い
材
料
だ
と
聞

き
見
学
し
た
」と
コ
メ
ン
ト
。

施
工
し
た
全
幸
の
山
田
博
史

社
長
は
「
施
工
し
や
す
い
材

料
で
、
外
気
温
に
左
右
さ
れ

ず
に
施
工
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
表
面
が
均
一
で
き

れ
い
に
仕
上
が
っ
て
い
る
」

と
話
し
て
い
た
。

（
企
画
記
事
）

外
気
温
が
低
下
し
て
も
施
工

性
に
優
れ
た
合
材
で
あ
る
こ

と
を
実
証
し
た
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【
留
萌
】
留
萌
建
管
は
、

２
０
２
０
年
度
ゼ
ロ
道
債
と

し
て

カ
所
に
３
億
４
３
５

０
万
円
を
試
算
し
て
い
る
。

事
業
別
で
は
道
路

カ
所
、

２
億
４
０
５
０
万
円
、
河
川

２
カ
所
、
３
６
０
０
万
円
、

砂
防
等
１
カ
所
、
４
５
０
０

万
円
、
漁
港
等
２
カ
所
、
２

２
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

出
張
所
別
で
は
事
業
課
が

道
路
６
カ
所
、
７
７
０
０
万

円
、
河
川
２
カ
所
、
３
６
０

０
万
円
、
砂
防
等
１
カ
所
、

４
５
０
０
万
円
、
漁
港
等
２

カ
所
２
２
０
０
万
円
。
羽
幌

出
張
所
は
道
路
７
カ
所
、
８

４
５
０
万
円
、
遠
別
出
張
所

が
道
路
６
カ
所
、
７
９
０
０

万
円
と
な
っ
た
。

ゼ
ロ
道
債
の
事
業
内
容
は

次
の
通
り
。
（
①
工
事
内
容

②
事
業
費
③
場
所
）

◆
道
路

◇
事
業
課
▽
小
平
幌
加
内

線
ほ
か
交
安
２
種
①
区
画

線
、
中
心
線
、
外
側
線
②
３

５
０
万
円
③
小
平
町
ほ
か
▽

幌
糠
小
平
停
車
場
線
ほ
か
交

安
２
種
①
区
画
線
、
中
心
線
、

外
側
線
②
３
５
０
万
円
③
留

萌
市
ほ
か
▽
達
布
小
平
町
線

局
部
改
良
①
大
型
標
識
、
防

護
柵
②
１
２
０
０
万
円
③
小

平
町
▽
幌
糠
小
平
停
車
場
線

改
築
舗
装
①
舗
装
②
２
０
０

０
万
円
③
留
萌
市
▽
霧
立
小

平
線
改
築
舗
装
①
舗
装
②
１

９
０
０
万
円
③
小
平
町
▽
達

布
小
平
町
線
改
築
舗
装
①
舗

装
②
１
９
０
０
万
円
③
小
平

町
◇
羽
幌
出
張
所
▽
上
羽
幌

羽
幌
停
線
ほ
か
交
安
２
種
①

区
画
線
、
中
心
線
、
外
側
線

②
４
０
０
万
円
③
羽
幌
町
ほ

か
▽
苫
前
小
平
線
ほ
か
交
安

２
種
①
区
画
線
、
中
心
線
、

外
側
線
②
３
５
０
万
円
③
苫

前
町
ほ
か
▽
天
売
島
線
局
部

改
良
①
照
明
灯
更
新
②
１
３

０
０
万
円
③
羽
幌
町
▽
築
別

天
塩
有
明
停
線
局
部
改
良
①

防
雪
板
交
換
②
５
０
０
万
円

③
初
山
別
村
▽
上
遠
別
霧
立

線
改
築
舗
装
①
舗
装
②
１
９

０
０
万
円
③
羽
幌
町
▽
有
明

天
塩
有
明
停
線
改
築
舗
装
①

舗
装
②
２
０
０
０
万
円
③
初

山
別
村
▽
上
羽
幌
羽
幌
停
線

改
築
舗
装
①
舗
装
②
２
０
０

０
万
円
③
羽
幌
町

◇
遠
別
出
張
所
▽
豊
富
遠

別
線
ほ
か
交
安
２
種
①
区
画

線
、
中
心
線
、
外
側
線
②
３

０
０
万
円
③
天
塩
町
▽
名
寄

遠
別
線
ほ
か
交
安
２
種
①
区

画
線
、
中
心
線
、
外
側
線
②

４
０
０
万
円
③
遠
別
町
▽
円

山
天
塩
停
線
局
部
改
良
①
歩

道
打
ち
換
え
、
防
護
柵
交
換

②
１
４
０
０
万
円
③
天
塩
町

▽
豊
富
遠
別
線
改
築
舗
装
①

舗
装
②
１
９
０
０
万
円
③
天

塩
町
▽
旭
温
泉
旭
線
①
舗
装

②
１
９
０
０
万
円
③
遠
別
町

▽
稚
内
天
塩
線
改
築
舗
装
①

舗
装
②
２
０
０
０
万
円
③
天

塩
町◆

河
川

◇
事
業
課
▽
小
平
蘂
川
一

般
①
伐
木
、
管
理
用
通
路
②

２
６
０
０
万
円
③
小
平
町

▽
折
真
布
川
一
般
①
伐
木

②
１
０
０
０
万
円
③
小
平

町
◆
砂
防
等

◇
事
業
課
▽
阿
分
１
海
岸

単
独
局
改
①
護
岸
②
４
５
０

０
万
円
③
増
毛
町

◆
漁
港
等

◇
事
業
課
▽
豊
岬
漁
港
単

独
整
備
①
浚
渫
②
１
０
０
０

万
円
③
初
山
別
村
▽
鬼
鹿
漁

港
海
岸
単
独
局
改
①
沖
中
突

堤
②
１
２
０
０
万
円
③
小
平

町

▽
猿
別
川
（
幕
別
町
）
①

管
理
用
道
路
敷
砂
利
②
８
０

０
万
円
▽
然
別
川
（
鹿
追
町
）

①
伐
木
②
２
５
０
０
万
円
▽

佐
野
川
（
足
寄
町
）
①
転
落

防
護
柵
②
１
０
０
０
万
円
▽

浦
幌
川
（
浦
幌
町
）①
掘
削
、

伐
木
②
２
５
０
０
万
円
▽
利

別
川
（
本
別
町
）
①
掘
削
、

伐
木
②
２
８
０
０
万
円
▽
佐

幌
川
（
新
得
町
）
①
伐
木
②

８
０
０
万
円
▽
パ
ン
ケ
新
得

川
（
新
得
町
）
①
伐
木
②
２

０
０
万
円

◆
砂
防

２
カ
所
、
５
０

０
０
万
円

▽
西
広
尾
川
（
広
尾
町
）

①
流
木
補
足
②
２
５
０
０
万

円
▽
芽
室
川
（
清
水
町
）
①

掘
削
②
２
５
０
０
万
円

自
民
党
国
土
交
通
部
会
、

内
閣
第
一
部
会
な
ど
の
合
同

会
議
は
９
日
、
カ
ジ
ノ
を
含

む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ

Ｒ
）
を
巡
り
、
誘
致
を
目
指

す
自
治
体
に
よ
る
整
備
計
画

の
申
請
を
２
０
２
１
年

月

以
降
受
け
付
け
る
な
ど
と
し

た
方
針
案
を
了
承
し
た
。
政

府
は
来
週
に
も
正
式
決
定
す

る
。政

府
は
最
大
３
地
域
に
Ｉ

Ｒ
を
整
備
す
る
考
え
で
、
申

請
を

年

月
１
日
―

年

４
月

日
に
受
け
付
け
る
。

当
初
は

年
１
月
４
日
―
７

月

日
と
し
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
自
治
体
の
準
備
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
延
期

し
た
。

方
針
案
で
は
ま
た
、
感
染

症
対
策
に
関
す
る
計
画
の
作

成
を
自
治
体
に
要
請
。
秋
元

司
衆
院
議
員
を
巡
る
汚
職
事

件
を
受
け
、
Ｉ
Ｒ
事
業
者
と

公
務
員
の
接
触
ル
ー
ル
づ
く

り
も
国
と
自
治
体
に
求
め

た
。

北
海
道
開
発
局
と
北
海
道

舗
装
事
業
協
会
、
北
海
道
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
協
会
、
日

本
道
路
建
設
業
協
会
北
海
道

支
部
の
舗
装
関
係
３
団
体
は

日
、
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
で
意
見
交
換
会
を
開
催
し

た
。
協
会
側
か
ら
は
国
土
強

靱
化
に
関
す
る
継
続
的
な
予

算
確
保
や
維
持
修
繕
の
計
画

的
な
実
施
を
求
め
た
。

３
団
体
か
ら

人
、
開
発

局
か
ら

人
が
席
に
着
い

た
。
柳
原
優
登
事
業
振
興
部

長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
翻
弄
（
ほ
ん
ろ
う
）
さ

れ
た
１
年
を
振
り
返
り
、「
公

共
事
業
に
お
け
る
建
設
業
に

つ
い
て
は
景
気
の
下
支
え
に

貢
献
し
た
」
と
話
し
た
。
工

事
発
注
に
関
し
て
は
「
一
括

審
査
方
式
や
工
期
に
余
裕
を

持
た
せ
た
り
し
て
早
期
発
注

に
努
め
る
」
と
表
明
し
た
。

道
舗
装
事
業
協
会
の
中
田

隆
博
会
長
が
３
団
体
を
代
表

し
て
あ
い
さ
つ
。
道
路
は
地

域
の
経
済
活
動
を
支
え
る
社

会
イ
ン
フ
ラ
で
、
各
地
で
老

朽
化
対
策
や
高
速
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
「
舗
装
業
界
も
整
備

事
業
の
一
翼
を
担
っ
て
い

る
。
社
会
的
使
命
を
し
っ
か

り
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
誓
っ
た
。

一
方
で
道
内
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
合
材
生
産
量
は
ピ
ー
ク

時
の
４
割
ま
で
落
ち
込
み
、

技
術
継
承
や
プ
ラ
ン
ト
更
新

が
厳
し
い
状
況
を
伝
え
「
人

材
不
足
が
大
き
な
課
題
。

年
先
の
業
界
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
る
」
と
指
摘
。
働
き

方
改
革
を
進
め
安
定
的
な
経

営
を
保
つ
た
め
に
、
確
実
な

予
算
確
保
を
要
請
し
た
。

意
見
交
換
で
は
３
団
体
側

か
ら
予
算
関
係
の
要
望
の
ほ

か
に
、
若
手
育
成
型
総
合
評

価
方
式
や
一
括
審
査
方
式
の

拡
大
、
技
術
継
承
に
携
わ
る

ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
に
対
す
る

表
彰
制
度
創
設
な
ど
を
要
望

し
た
。

北
海
道
開
発
局
は
９
日
、

北
海
道
建
設
業
信
用
保
証
と

の
意
見
交
換
会
を
札
幌
第
１

合
同
庁
舎
で
開
い
た
。
吉
田

義
一
社
長
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
景
気

変
動
が
も
た
ら
す
建
設
業
界

へ
の
悪
影
響
を
懸
念
。
防
災

・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た

め
の
５
カ
年
加
速
化
対
策
に

よ
る
公
共
事
業
確
保
を
要
請

し
た
。

柳
原
優
登
事
業
振
興
部
長

は
「
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の

最
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

公
共
事
業
は
景
気
の
下
支
え

の
役
割
を
果
た
し
た
」
と
あ

い
さ
つ
。
担
い
手
不
足
に
対

す
る
働
き
方
改
革
、
生
産
性

向
上
な
ど
に
取
り
組
む
方
針

を
示
し
、
北
保
証
に
も
協
力

を
求
め
た
。

吉
田
社
長
は
前
払
い
保
証

金
額
か
ら
算
定
す
る
請
負
金

額
が
前
年
度
に
比
べ
２
％
増

と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
低
迷
で

建
設
業
界
の
景
況
感
は
悪
化

し
て
い
る
と
指
摘
し
、
建
設

業
の
担
い
手
確
保
に
も
支
障

が
出
る
こ
と
を
懸
念
。
５
カ

年
加
速
化
対
策
に
よ
る
自
然

災
害
へ
の
強
靱
化
、
老
朽
化

施
設
対
応
な
ど
の
推
進
を
求

め
た
。

議
事
で
は
開
発
局
が
地
方

若手育成型総合評価の拡大など求めた

幹
事
・
米
田
雅
子
慶
応
大
特

任
教
授
）
は
、
「
建
設
業
と

農
林
水
産
業
の
新
た
な
展

開
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
４
回

建
設
業
と
農
林
水
産
業
の
連

携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
２
０

２
１
年
２
月

日
に
開
く
。

東
京
都
内
で
行
う
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
模
様
を
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
ラ
イ
ブ
配
信
す
る
。

建
設
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
た
農
林
水
産
業
の
６
事

例
を
発
表
す
る
な
ど
、
建
設

業
と
農
林
水
産
業
の
新
た
な

展
開
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

６
事
例
と
発
表
企
業
は
、

①
農
福
連
携
と
ス
マ
ー
ト
農

業＝

愛
亀
（
愛
媛
県
）
②
震

災
復
興
と
食
・
農
・
温
泉
の

複
合
施
設
計
画＝

深
松
組

（
宮
城
県
）
③
北
の
大
地
の

農
業
土
木
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用＝

砂
子
組
（
北
海
道
）

④
畜
産
堆
肥
の
製
造
流
通
と

平
兵
衛
酢
（
へ
べ
す
）
栽
培

＝

内
山
建
設
（
宮
崎
県
）
⑤

林
建
協
働
の
新
た
な
取
り
組

み＝

長
瀬
土
建
（
岐
阜
県
）

⑥
会
津
の
山
力
を
最
大
限
に

引
き
出
す＝

佐
久
間
建
設
工

業
（
福
島
県
）
。

時
間
は
、
午
後
２
時
―
４

時
。
参
加
無
料
。
定
員
５
０

農
林
水
産
省
と
建
設
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
倶
楽
部
（
代
表

建
協
と
実
施
し
て
い
る
意
見

交
換
会
の
概
要
や
改
正
建
設

業
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。

北
保
証
は
保
証
金
な
ど
の
状

況
を
情
報
提
供
し
た
。

０
人
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
。申
し

込
み
は
、
建
設
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
倶
楽
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
e
n
t
o

p
.
o
r
g
/

）
か
ら
。
問
い
合
わ

せ
先
は
同
倶
楽
部
事
務
局

電
話
０
３
（
５
８
７
６
）
８

４
６
１
。

政
府
が

日
、
「
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め

の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
を

閣
議
決
定
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
同
日
、
建
設
業
団
体
が

事
業
の
推
進
に
向
け
て
積
極

的
に
協
力
す
る
コ
メ
ン
ト
を

発
表
し
た
。

日
本
建
設
業
連
合
会
の
山

内
隆
司
会
長
は
「
十
分
な
施

工
余
力
を
生
か
し
、
円
滑
な

施
工
に
万
全
を
期
す
と
と
も

に
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に

よ
る
生
産
性
向
上
の
取
り
組

み
を
引
き
続
き
強
力
に
進
め

る
」
と
決
意
を
示
し
、
２
０

２
０
年
度
以
降
は
当
初
予
算

で
の
対
応
を
求
め
た
。

全
国
建
設
業
協
会
の
奥
村

太
加
典
会
長
は
「
全
建
と

都
道
府
県
建
設
業
協
会
は
、

会
員
企
業
の
施
工
能
力
を
生

か
し
、
事
業
の
執
行
に
万
全

を
期
す
」
と
強
調
。
予
算
措

置
に
関
し
て
、
「
事
業
を
安

定
的
、
継
続
的
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
年
度
以
降
に
つ
い

て
は
、
当
初
予
算
で
の
特
別

枠
で
の
計
上
を
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

全
国
中
小
建
設
業
協
会
の

土
志
田
領
司
会
長
は
「
資
材

調
達
や
人
手
の
確
保
な
ど
建

設
業
の
施
工
能
力
に
は
問
題

は
な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に

よ
っ
て
後
退
し
た
景
気
の
下

支
え
の
た
め
に
も
、

年
度

第
３
次
補
正
予
算
と

年
度

当
初
予
算
で
「
大
幅
な
公
共

投
資
の
増
額
を
機
動
的
に
実

施
し
て
ほ
し
い
」
と
理
解
を

求
め
た
。

吉
田
社
長
は
公
共
事
業
の
安
定
確
保
を
求
め
た

05458
スタンプ

05458
四角形


